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〇
経
済
産
業
省
告
示
第

号

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
別
表
第
三
第
二
の
項
下
欄
の
３
の
規
定
に
基
づ
き

、
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
別
表
第
三
第
二
の
項
下
欄
の
３
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
高
圧
ガ
ス

保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
十
二
月
二
十
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

令
和

年

月

日

経
済
産
業
大
臣

名

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

）
及
び
法
に
基
づ
く
命
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

保
安
管
理
シ
ス
テ
ム

保
安
に
関
す
る
リ
ス
ク
管
理
（
以
下
「
保
安
管
理
」
と
い
う
。
）
の
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改

善
を
継
続
的
に
行
う
仕
組
み
（
保
安
管
理
を
実
施
し
、
評
価
し
、
及
び
そ
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
体
制
、
責
任

、
手
順
及
び
人
材
、
予
算
、
物
資
、
専
門
的
技
術
そ
の
他
の
資
源
を
含
む
。
）
を
い
う
。
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二

危
険
源

事
故
の
発
生
を
も
た
ら
す
潜
在
的
な
危
険
性
を
い
う
。

三

特
定
要
求
事
項

法
及
び
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
基
づ
く
保
安
管
理
に
係
る
要
求
事
項
並
び
に
保
安
管
理
部
門
又

は
事
業
所
が
自
ら
特
定
す
る
要
求
事
項
を
い
う
。

四

不
適
合

保
安
管
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
又
は
特
定
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
状
態
を
い
う
。

五

検
証

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
の
活
動
が
保
安
管
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
並

び
に
保
安
管
理
シ
ス
テ
ム
が
保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
の
保
安
の
水
準
を
維
持
し
、
及
び
向
上
す
る
た
め
に
適
し
た
も

の
で
あ
り
、
か
つ
、
効
果
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
い
う
。

六

法
定
自
主
検
査

法
第
三
十
三
条
、
第
六
十
九
条
（
法
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百

二
条
の
自
主
検
査
並
び
に
法
第
三
十
四
条
、
第
七
十
一
条
（
法
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

第
百
四
条
の
自
主
検
査
を
い
う
。

七

認
定
事
業
者

認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
小
売
事
業
者
、
認
定
高
度
保
安
実
施
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者
、
認
定
高
度
保

安
実
施
特
定
ガ
ス
導
管
事
業
者
及
び
認
定
高
度
保
安
実
施
ガ
ス
製
造
事
業
者
を
い
う
。

（
一
般
要
求
事
項
）
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第
二
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
こ
の
告
示
の
規
定
に
従
っ
て
、
保
安
管
理
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
そ
の
改
善
を
継

続
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
の
体
制
）

第
三
条

保
安
管
理
部
門
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
安
に
係
る
最
新
の
技
術
に
関
す
る
情
報
、
ガ
ス
工
作
物
に
係
る
事
故
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
社
内
外
の
保
安
に
関

す
る
情
報
を
積
極
的
に
収
集
し
、
そ
の
情
報
を
規
程
・
基
準
類
の
作
成
及
び
類
似
の
事
故
の
防
止
等
に
有
効
に
活
用
す
る

た
め
の
体
制

二

保
安
管
理
を
行
う
全
て
の
従
業
員
に
対
し
、
安
全
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
を
行
う
た
め
の
体
制

２

事
業
所
は
、
次
に
掲
げ
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
所
に
お
い
て
保
安
管
理
を
行
う
組
織
の
業
務
及
び
責
任
の
範
囲
を
明
確
に
定
め
る
た
め
の
体
制

二

事
業
所
に
お
い
て
保
安
管
理
を
行
う
組
織
の
長
及
び
ガ
ス
主
任
技
術
者
に
対
し
、
事
業
所
長
へ
の
保
安
管
理
に
係
る
意

見
を
述
べ
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

（
危
険
源
の
特
定
及
び
評
価
等
）
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第
四
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
危
険
源
を
特
定
し
、
当
該
危
険
源
に
よ
り
事
故
が
生
ず
る
お
そ
れ
及
び
当
該
事
故

に
よ
る
被
害
の
程
度
を
評
価
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
を
寿
命
管
理
、
法
定
自
主
検
査
そ
の
他
の
保
安
管
理
に
活
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
危
険
源
に
関
す
る
情
報
を
最
新
の
内
容
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
管
理
の
実
施
）

第
五
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
定
自
主
検
査
の
記
録
、
日
常
点
検
の
記
録
、
定
期
点
検
の
記
録
、
機
器
の
設
備
改
善
、
補
修
及
び
取
替
え
の
記
録
、

運
転
又
は
操
作
の
記
録
そ
の
他
の
保
安
に
関
す
る
記
録
（
第
五
号
に
お
い
て
「
検
査
等
記
録
」
と
い
う
。
）
の
分
析
に
よ

り
把
握
し
た
ガ
ス
工
作
物
を
構
成
す
る
機
器
ご
と
の
劣
化
の
要
因
及
び
傾
向
並
び
に
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
危
険
源

の
特
定
及
び
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
寿
命
管
理
を
行
う
こ
と
。

二

前
号
の
寿
命
管
理
の
結
果
を
、
機
器
の
設
備
改
善
、
補
修
及
び
取
替
え
の
時
期
の
決
定
並
び
に
法
定
自
主
検
査
の
実
施

体
制
の
整
備
、
実
施
方
法
の
決
定
及
び
実
施
時
期
の
決
定
に
活
用
す
る
こ
と
。

三

法
定
自
主
検
査
を
行
う
組
織
ご
と
に
適
切
な
法
定
自
主
検
査
の
実
施
体
制
の
整
備
及
び
実
施
方
法
の
決
定
を
行
う
こ
と
。
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四

法
定
自
主
検
査
を
行
う
時
期
並
び
に
機
器
の
設
備
改
善
、
補
修
及
び
取
替
え
の
時
期
の
決
定
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
。

五

検
査
等
記
録
を
分
析
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
結
果
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
危
険
源
の
特
定
及
び
評
価
、
日

常
点
検
、
定
期
点
検
そ
の
他
の
保
安
管
理
、
ガ
ス
工
作
物
の
設
置
若
し
く
は
変
更
の
工
事
並
び
に
ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又

は
操
作
に
活
用
す
る
こ
と
。

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
文
書
化
し
、
か
つ
、
保
安
管
理
を
行
う
全
て
の
従
業
員
に
周
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
管
理
の
実
施
状
況
の
調
査
及
び
評
価
）

第
六
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
定
期
的
に
保
安
管
理
の
実
施
状
況
を
調
査
し
、
及
び
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
評
価
を
行
う
に
当
た
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
安
管
理
の
実
施
状
況
が
特
定
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
方
法

二

定
性
的
又
は
定
量
的
な
評
価
指
標

三

前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
評
価
の
記
録
を
作
成
す
る
方
法
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３

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
評
価
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
情
報
を
確
実
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
証
）

第
七
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
検
証
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
検
証
に
関
す
る
計
画
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

検
証
の
対
象
範
囲
及
び
方
法
そ
の
他
検
証
の
手
順
に
関
す
る
事
項

二

検
証
の
結
果
を
保
安
管
理
部
門
の
長
及
び
事
業
所
長
（
保
安
管
理
部
門
が
検
証
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
保
安

管
理
部
門
の
長
に
限
る
。
）
に
報
告
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

三

検
証
の
実
施
の
責
任
の
所
在
に
関
す
る
事
項

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
前
項
の
検
証
に
関
す
る
計
画
に
従
っ
て
、
検
証
を
一
年
に
一
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
検
証
の
実
施
後
に
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
第
一
項
の
検
証
に
関

す
る
計
画
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



- 7 -

４

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
検
証
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
確
実
に
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
防
措
置
及
び
是
正
措
置
）

第
八
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
評
価
並
び
に
検
証
の
結
果
を
踏
ま
え
、

不
適
合
の
発
生
を
予
防
す
る
措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
不
適
合
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
不
適
合
を
是
正
す
る
措

置
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
前
項
の
予
防
措
置
及
び
是
正
措
置
に
係
る
手
順
を
確
立
し
、
維
持
し
、
か
つ
、
書
面
又

は
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
、
文
書
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
第
一
項
の
予
防
措
置
又
は
是
正
措
置
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

、
必
要
に
応
じ
て
当
該
措
置
に
係
る
規
程
・
基
準
類
そ
の
他
の
文
書
の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
第
一
項
の
予
防
措
置
及
び
是
正
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
確
実

に
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
文
書
の
作
成
及
び
保
管
）

第
九
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
規
程
・
基
準
類
そ
の
他
の
保
安
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
文
書
（
以
下
こ
の
条
に
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お
い
て
単
に
「
文
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
、
か
つ
、
文
書
の
作
成
又
は
見
直
し
が
行

わ
れ
た
日
付
が
容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
、
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
文
書
の
作
成
及
び
見
直
し
に
関
す
る
体
制
を
整
備
し
、
及
び
手
順
を
定
め
、
か
つ
、
こ

れ
ら
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
確
実
に
す
る
た
め
、
文
書
を
保
管
す
る
手
順
を
定
め
、
か
つ
、
こ

れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
安
管
理
を
行
う
全
て
の
従
業
員
が
、
文
書
の
保
管
場
所
を
容
易
に
了
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

保
安
管
理
を
行
う
全
て
の
従
業
員
が
、
最
新
の
文
書
を
利
用
で
き
る
こ
と
。

三

効
力
が
失
わ
れ
た
文
書
は
、
そ
れ
を
作
成
し
、
若
し
く
は
使
用
す
る
全
て
の
部
署
か
ら
速
や
か
に
廃
棄
さ
れ
、
又
は
誤

っ
た
使
用
を
防
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
。

四

効
力
が
失
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
も
保
管
の
必
要
が
あ
る
文
書
は
、
そ
の
旨
が
適
切
に
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
教
育
訓
練
）

第
十
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
教
育
訓
練
の
必
要
性
を
明
確
に
し
、
か
つ
、
保
安
管
理
を
行
う
全
て
の
従
業
員
に
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、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
保
安
に
関
す
る
高
度
な
教
育
訓
練
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
安
管
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
及
び
特
定
要
求
事
項

二

保
安
に
係
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
事
項

三

規
程
・
基
準
類
の
遵
守
に
関
す
る
事
項

四

防
災
に
関
す
る
事
項

五

そ
の
他
保
安
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

（
記
録
）

第
十
一
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
次
項

及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
保
管
し
、
及
び
廃
棄
す
る
た
め
の
手
順
を
定
め
、
か
つ
、
こ

れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
定
自
主
検
査
に
係
る
事
項

二

日
常
点
検
又
は
定
期
点
検
に
係
る
事
項

三

機
器
の
設
備
改
善
、
補
修
及
び
取
替
え
に
係
る
事
項
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四

ガ
ス
工
作
物
の
運
転
又
は
操
作
に
係
る
事
項

五

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
評
価
、
検
証
並
び
に
第
八
条
第
一
項
の
予
防
措
置
及
び
是
正
措
置
の
結
果
に

係
る
事
項

六

前
条
の
教
育
訓
練
に
係
る
事
項

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
書
面
等
を
読
み
や
す
く
、
容
易
に
検
索
で
き
、
か
つ
、
損
傷
、
劣
化
又
は
紛
失
を
防
ぐ

方
法
で
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
書
面
等
の
保
管
期
間
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
緊
急
事
態
へ
の
準
備
及
び
対
応
）

第
十
二
条

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
緊
急
事
態
の
発
生
を
常
に
想
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は

そ
れ
が
保
安
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
及
び
手
順
を
定
め
、
か
つ
、
こ
れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
緊
急
事
態
の
収
拾
後
に
は
、
前
項
の
体
制
及
び
手
順
を
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ

ら
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
緊
急
時
対
応
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

保
安
管
理
部
門
及
び
事
業
所
は
、
防
災
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
規
程
・
基
準
類
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

災
害
対
策
本
部
及
び
防
災
組
織
の
設
置
に
関
す
る
事
項

二

各
種
防
災
設
備
の
整
備
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項

三

関
係
官
庁
及
び
保
安
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
事
業
所
と
の
連
絡
に
関
す
る
事
項

四

平
日
の
夜
間
及
び
休
日
に
お
け
る
保
安
管
理
を
行
う
従
業
員
（
関
連
会
社
の
従
業
員
を
含
む
。
）
と
の
連
絡
に
関
す
る

事
項

五

防
災
体
制
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
応
急
措
置
（
平
日
の
夜
間
及
び
休
日
に
お
け
る
対
応
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
項

六

そ
の
他
防
災
に
関
す
る
必
要
な
事
項


